
別紙２ 

アドミッションポリシー 

本校は、独立行政法人国立病院機構および社会に貢献しうる看護実践者を養成する教育機関である。

生命を尊重し、豊かな人間性と高い倫理観をもち、科学的な知識による判断に基づき主体的に行動で

きる看護実践者を育成するとともに、医療の発展に対応できる生涯学習能力、研究的態度を育むため、

次のような 6 つの資質を持った学生を求めている。 

 

1. 看護師を目指す意志がある人 

本校は看護実践者に必要な看護の方法を、理論と実践の両面から 3 年間で修得する。このため、入

学時の「看護師になりたい」という素直な思いは、入学後に学ぶすべての学習の動機付けとして持っ

ていて欲しい。また、看護師養成機関である本校卒業後は看護師として社会に出ていくため、看護職

を目指す意志を持った学生に入学して欲しい。 

 

2. 他者の話を丁寧に聴くことができ、自分の思いや考えを表現できる人 

看護は人間関係を基盤とした相互作用によって実践される。このため、他者との信頼関係を構築す

るためには、相手の話を丁寧に聴き、その意図を理解する力が求められる。また、自分の思いや考え

を相手に分かりやすく伝えることによって相互作用が成り立つ。看護職には多様な人々との連携に必

須であるコミュニケーション能力が求められ、本校では対象や場に応じた良好なコミュニケーション

が取れる能力を育成していく。このため、入学者には「聴ける・話せる」というコミュニケーション

能力の基盤を持っていて欲しい。 

 

3. 自己の生活と健康に関心を持っている人 

健康は、身体的・精神的・社会的に調和がとれた状態であり、看護職には自己の健康管理が不可欠

である。看護学生においても、成人学習者としての責任を果たすため、自分自身の生活と健康を整え

る力が必要となる。これらは健康の保持増進、疾病の予防、健康の回復にかかわる実践能力の育成に

も繋がっていくため、入学者には、自己の生活と健康を整えることについての関心を持っていて欲し

い。 

 

4. 人を思いやる気持ちを持ち、協働できる人 

対象となる人々の人格を尊重し、その人に合った看護を提供するためには、人への思いやりの心が

基盤となる。また、チーム医療における多職種連携においても、お互いを尊重しあい、他者と力を合

わせて取り組む力が必要となる。入学者には、高校生活や生活体験の中から、これらの土台となる思

いやりの心と他者と協働して学ぶ態度を身につけておいて欲しい。 

 

5. マナーやルールを守り、責任のある行動がとれる人 

良質なマナーは、対象との信頼関係の構築に不可欠である。また、ルールを守り、一人一人が責任

ある行動が取れることは、国立病院機構職員の質の向上に繋がっていく。それだけでなく、対象に安

心・安全な看護を提供するためには、ルールを逸脱しない倫理観を育成することが重要である。入学



者には、身だしなみを整え、自ら挨拶ができる、場に応じた態度・言葉遣いができるなど、社会的な

常識としてのマナーを身につけておいて欲しい。また、約束や時間を守る、学校生活や家庭での自己

の役割は責任をもって取り組むなどの姿勢を養っておいて欲しい。 

 

6. 看護を学ぶための基礎学力がある人 

専門的な学問である看護学を修得するにあたり、入学者には、高等学校卒業程度の基礎知識、特に、

読解力・文章力、計算力を身につけておいて欲しい。また、知識や技術を習得するだけでなく、自分

自身の人間性を豊かに成長させ、高い倫理観が求められる看護師になるためには、主体的な学びが必

要である。このため、学習内容に興味関心を持ち、自ら学習する姿勢を身につけておいて欲しい。こ

れを土台として学ぶことで、医療の発展に対応できる生涯学習能力の育成に繋げたい。 


